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ヱゾサンセウウオ卵の

愛生過程さその滋透昼

Osmotic pressure of Hynobi,us-eggぬroughou七thedevelopment. 

(With English resume, p.69）・

久 佐 守

Mamoru Ku.'3a 

北海道大串理事部動物車教室

魚類及び両棲類では，卵は親の体内と異る穆透Eの猿境に産み出され，その中で鼓育する。との様な卵の~

透璽については，古くはBaekma.nn-Runnstrδill (1912）より最近の Krogh,A. ( IS-39）山本（1941）につな

がる畏い研究史がある。これ等の研究結果を綜合すると，ひど〈針象的な2つの型陪分けて考へられる。即ち多

〈の魚卵にみられる援に，その穆透Eは差益生過程を通じて鑓イヒがない，言ひかえれば，恒喜多透墜型のもの，こ

れに針して一方両棲類卵にみられる様な一時的にその濠澄恵が襲って外国に溜躍するが，護育がすLむにつれ

てその個有の債にかえる。 IWち一時的な嬰IE性とこれにつどいて恒医的になると言ぶ型の 2つであるo

エゾサシセウゥォ Hynobi'usretardαtitsも同じ様に淡水足産卵し，卵はこの中で護育する白筆者は札幌

謹の同卵をもちいてこの賭について寅験してみた結果，卵の諺透璽ll.護生を通じて鐙化がなしこれ迄の他の

両棲類の卵についての結果があてはまらないことを知った。そして，更に2・3の観察によってその恒！墨性の機

構を考へてみる事が出来たので，こ主に報告をしようと思号。なほ，筆者はこの事質を基にして，エゾサユ／セ

ウウォ卵の水分代謝という，大きな問題へ謹んで、行きたいと思ってゐる。

ここに，，恩師犬飼博士，ならびに背木博士に心からお稽申上げる主共に，数室の篠崎撃土にも未護表の資

制を快〈筆者におしへていただいた事にたいして，併せてお鷲を申主げる。

I エグサンセウウオ卵の褒生過程の主主透償法透演は氷結降下法から決定した3 との時
R1ckm組 n等の様・l'C，多くの卵から，いわゆる Egg-B1・d をつくり，とれから Beckmann温度計

で氷駄を決めるというやD方は，誤差が出てくるし，非常に多数の卵が友ければなら友いので

市wI岡田ι
1 ~A ；·~華説話ト

第 1圃 氷慰測定のし〈み。左凶は各々の配置で，右｜刊は測鮎の〈わしい様子。
第2圃 エゾザンセウウオ卵E芝生時期の諺透償。縦軸は氷鮎の相費値，横車rhは後生時期。向この平均線は成

体白血液の惨透慣と等しい。 ζの費生時期の列定は主として，岡田・市JJI（匂7）ヰ司：： ！｝ の護生段階

表によってゐる。 0成熟卵〈胎内） 1分割前， 43分割j号j, 8桑賀中期 11遊目玉早期， 15髄溝期 19
髄間後期 23 尾昔前期， 26 尾膏中期， 29 見背後期， 31 平衡梓q1 ~明， 34，前肢中期 40，勝化

後史

・－むつかしく， Krogh,A・（1939）の様に1～2筒を丹jいた。卵の表商についた水分は，諌め出来る
だけ櫨紙片でぬぐい取ってから小さな試験管に入れ，とれに熱電岱J＊をさしとみ，とれの凍結

曲線を求めとれにより氷貼を求めた。愛生後期の幼休についても同じ様にして行い，更におた

様銅・コンスタンタン・
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まじゃくしの場合は，とれを乳鉢でクぶしてとの液右とそのま Lつかった。叉親の血液を採り，

とれを遠心してとった血清につい‘ても氷貼を測定した。 ．寅験を通じて，室温は 13.5士1.0 °0. 
であり，寒膏！！暑の温度は－8-0土1.0。c.であった，結果は第2闘であるが，要約すると，
1）エゾサンセウウオ卵はそのき芝生過程をMlじで議透慣に費りが友い。

2）而もその債は成休の血液と略等しい。

の2鮪になる，又水道水の氷結は263(LI= -0.017 °0.）であった。 J!JJちごっの事から，親の血

液と等調な惨透債を持つ卯は，非常に低調な環境に，恒盤的に後生をつどけて行くととがわか

る。た:h-，との場合員の氷結温度を知るために，微量結氷結測定装置を用い，Beckmann温度計

で体内にある成熟卵，受精（未分割）卵，及び前肢期について何れも約120個より Brei－を作っ

て，とれの氷黒I:・を求めた所，何れも d二一0.34。c.であった。との値より，卵及び幼生の内容
は M/8NaCl 溶液と略等調であるととが知られる。

以上の結果からみると，とれ迄の他の同総類卯，即ち蛙及びいもりの場合と全く異って居り，

むしろ恒底性とみられる黙魚~［3の性質によく似てゐる。

との貼を更にくわしく説明すると，魚~［1では鮒，めだか，及び Fancl-ulasについて， Gray,J., 

Sve七lov,P., Loeb, J.及び山本の述ぺて居る様に，卯表屠は始んど不流性であるため，非常な高

調又は低調な環境tc~卯されるにもか L わらすヘ固有な答透債を持ちつどけながら正常に愛育

して行くと言う。又一方両棲類卵では， B前kmnnu-Runnstrom,McClendon, J. F., Voss, H.更に

Krogh, A.等が言ふ所たのだが，卵は親の休内では，体液と等調即ち概ね M/8.NaCl K等しい

dをともつが，ひとたび低調伝淡水に産卵されると，卯自身念に（Rackmann-Runustrom）又はゆ

るやかに（Krogh,A.）その惨透債を低下させる。低下度は前者では受精後直ちにLI=-o.4g00. 

よりLI= -0.045°0.後者では125mM.のものが漢匹前期に80mM.にたる工合である。すえ主わ

ち， との様に初朗は或る程度の外国の~周皮への適穫がみられる。卵は愛育と共K，除々にその

法透債を上昇いついには親と同じ債にかえる様になるのである。との様えに一時的な議透債の

低下とあとにつどく快復の機構はまだ完全に説明しつくされては居怠い。けれども，少くとも

初期の遁膝については，卵自体が表｝奇に於て透過性を有して居ると言ふ事に原凶の一部がある

と認めてゐる知，諸説は一致をとしてゐるとみられる。

われわれは，ェグサ：／セウウオの卵について，上に述ぺた様な事賞を知ったのだが，弐にどのやうな機構の

もとで卵は穆透償を一定に保ってゐるかを知らねばならない。前に述ぺたやうに，魚卵と両棲類卵とは，その

表層の透過性について大きな差があり，魚卯ではその不透温性が穆透債の保持に六きな佼割を持ってゐたこと

を考えると， 4われわれは，エゾサユ／セウウオ卵についても，その透過性について嘗然考へをすふめて行かなけ

ればならない。

n ヱゾサシセウウオ卯の表居の透過性最初に卯全体の橋治を考へてみやう o ~r1 は 1筒づ

Lうすい卵肢（Chorion）につLまれ，更にその外側には比較的厚い2居の卵殻膜（Capsulめが

ある。 勢キ乙の扱えに欣態で，多くの~13 r主ジエリ｛の居に埋まり袋ilkの :!1f~嚢につ L まれてゐるo

との構造を考へてみて，先づ・卯褒乃奈ジエり －｝ぜの透過fj：は；~へる必要がない。叉卵殻膜

｝亡、ついては・青木が以前に報告しτゐるが，品質には金透性であるが，アラピアゴム，卵白など
の惨質には不透性であるoヨえに最内｝奇の:9111肢が残るが，とれ迄両総類卯については，Harvey,E. 

及び Rrrigs,R. W.のいもり，蛙の卯岐についての観察以外には報告がみあ．たaら左い。くわ

しいととは，はぶくが，とのヱグサンセウウオ卵の:9J1肢も，とれらとlri］桜tc,l躍質粒子以外は

牢NaClと細氷。牢卵膜と卵とのi百jは園卵睦，卵脱と卵殻映とのJ[日は卵殻陛と呼ばれてゐる。

“ 



December, 1949 

金透性と言ふ性質を持ってゐるさとがわかった。従って以上の事から， ljp自体は，との様な肢

とか屠によってかとまれてゐるから，外国の僚件が盗濃度の礎化に依って法透鹿がかわると言

ふ場合t亡は，その愛化を直接に受けるととになり，営然われわれは卯表府自休心透過・vi.:につい

て考へて行かなければならない。

上にのぺた様l'L, lJI~の内容はl略 M/8 NaCl と等調であり柑然朕態では，低m~t.主環境（淡71'()

K相接してゐるo との際外国の堕濃度の増加を考へてみゃう。との時＃13表）叶が透過性をもっ友

らば， ~m内外の濃度勾配の襲化に鷹じた水分）!J至臨類の移動が起るであろうし， との結果。I~内

容の主主透僚も愛わるだろう＠との場合卯内容。婆透債の餐化が起らないときは，逆ι卯表はと

れ等にvいて不透性なりと言へるだろう，との黙にもとづいて失の様な 2つD賓験を行った〆

l) 後期桑賓匹の卯を夫々異った濃度の NnCl溶液i'L浸して24時間後卯内存ρ主主透債を浪I］定

したー結果はあとに示しであるが，卯内容の法透債は外闘の盤濃度が愛つでも，何も餐化が起

らない事が知られやう白

Trans. Sapporo Nat. Hist. So<'. Vol. 18, Pt. 3-4 

表第

た 液 ｜ 蕗理後の穆透質 〈告統計のフレの樹劉的な窺み〉

鈎照〈水運7]() H 2 

Mfto NaCl 

M120 NaCl 

M向。 NaCl

う

4 

7 

7 2 

し理魔

4 7 2 

2 7 ラ

2）初期桑質怪卵を M/15平衡臨溶液＊に飼育して11日聞にわたって趨時卯の水分量を測定し

たー水分量は98.0土0.5~0. の乾燥器rt:24時間放置して得た乾燥水分量から求めた。飼育温度は

17.0:tl.O。c.で、あった。 整tJ摂としては，同温度の下で、水道水中広飼育したものについての水分

4 
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エゾサンセウウオ卵の霊芝生過程の水分量〈篠崎による。’49未殻表〉縦軸は水分量〈%），横軸は受精

後の日数

卵登生過程の71＜分量，縦軸は水分量ぐ%〉横軸は受精後の日数。

一一×一－x-M/15平衡璃溶液中 ・一…・ ・ 一一水道水中。

-15 ’Q, 3 －ー，0 1 . 

第3圃

第4圃

※M/1s NaCl IOOparts +M/15KCl 2.4parts十2/45MCaC123.8partsをM/10NaHCO:iにでpH.7N付近に
buff erした
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量を求めた3 教室の篠崎は就に足山渓l雫のヱゾ沙ンセウウオ~mについて，そのまを生過程を這っ

て水分Ji[を測ってゐる。それによると水分法の一定な説明と増加が起る後期がみられその境は

平術作早期附近である〉又さらに前期の水分量は卯が休内にあっても受りがないと言う。との

2つの事質．即ち注m1時に水分量にをぎりがないこと。更に水分置の一定な前期があると言ふ事

賓は，との期間を通じて・卯表が不透性であるととを示すものと考へられる。筆者は更に，札幌

産のものについて調べたととろ，同じ2つの時期があるととが知られた（第4岡）而も2受験区，
封照匿を通じて， 2f5..衡惇早期以降にのみ水分監の増加がみられ，さらに平衡梓早期の水分苛む

’J 
イ庄は堂、v照匿，質験匿共殆んど，一致してゐる。とのとど怯ー少くとも同時期の卯表の不透過性を
別た角度から確めたものと思ってよいだろう。

以上eJ1）及び2）より食生初期く千街慢早朋迄）の卵表D不法過性が結論されるが， との場

合，を芝生後期の水分の増加が問題となる。との時，その増加率は外閣の盤濃度によって，はっ

きりと差が出来るから，1種の法法的なものと考へられ，と Lにとの平衡搾早期を限界としての

任表の透過性の縫化が橡想される。そしてとの水分量θ増加ととの脹どを休の法透感の一定性と

θ附係は今後に残った問題であると言へやう。

)[ 結び何れにせよエゾサγセウウオ卵はその援生を通じ，J霊底性を維持しつどけるが，その機構はその
費生温程を通じて恐らく軍ーなものでよなからう。が少く~も護主初期；こは卯〈怪）表ぼ溶質｛土勿論71'に劃して

さへも不透過性であるため外国がffr調なのにもか出フらず問有の喜多透買を持ちつどけるが，後期tこなると，恐

らく怪表の透過性｛ま芸霊化するであらうから何か別な機構の下で恒産性を持ちつどけるのだと言ひ得る。

叉この様に，卵く匹〉表の透過性についてはエゾサゾセウウオ卵．士悩の雨量類卯と性質が全〈異つてゐて，

むしろ一般の魚卵に近いと言ふ馳，どの尿な生理的な原因で同じ両接類でこの差が生じたのであらうかと言ふ

ことは一つの大きな問題であり，．この卯の水分代謝を羽らかにする上の有力な手懸りとなるであらう。

摘 要

1) エゾサンセウウオYl1で、は他の同級類の卯で吉はれてゐる主うたj:七卯に伴って起る診を債

の一時的友愛化は見られたく，従って卯及び紅、はき芝生過程を通じ問有の濠透債（J=-0.3生。0.)

を持ちつrける。

2) との恒墜性の機構について，年｛崎将早期迄は卯表は水に釘しでも不透性であってとのた

めに恒座性を維持するといえる。けれどもとれ以後ではとの透過性は恐らく餐わるので何か別

た機構があらわれるのだらう。

向，この仕事は主に，文部省科患研究費によったものである。
~ 
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I I 

Resume  .. 

The osmoもicp.ressi:tre of Hynobi us egg and embryo as well was d剖erminedby means 

ofもhefreezing point depression method. It beca.me clear白川出eosmoctic value was-kepもcons-

旬nt(L1= -0.34°0.) throughouももhecourse of the development. 

Inもheen.rlier stages of development, the constancy of也eosm叫icpressure is consid町・edto 

be chiefly bue旬もheimperme九bilityof the egg surface, bnもduring色helater stages some 

different mechanism may be concerned. 

校正漣記 この報告が印刷にまわってから，偶然， Picken,L. E. R. &; Lord Rothschild 

による蛙CRαna tempO'I'・ωイα）の卵｛こついての受精の時の若手気墜の嬰化に関す
る最近の論文をよむことが出来た。 (J. E玄p.Biol. vol. 25 1948) 

この論文でも程度の差こそあるけれども，受精及び‘接JN.，こもともなう穆透買の低下
がみられるとのぺられてゐる。これは，この方面の研究史に加えられる最も新しい・

ものと考えたので余白を肉用して，つィナ足すことにした。

『、、、
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